（管工事施工管理のサンプル)
職 務 経 歴 書
20xx年xx月xx日現在
氏名　○○ ○○

■職務要約
〇〇大学卒業後、管工事施工管理として〇年間、新築オフィスビル及び大型商業施設の主に空調設備工事に従事してまいりました。積算、施工図作成から四大管理（工程・安全・品質・原価管理）全般を担っております。〇〇タワー新築工事（管工事請負金額〇〇億円規模）では、主任技術者としてゼネコン及び他工種（電気工事）との工程調整を担当。BIM（Tfas）を用いた施工図のフロントローディングを主導し、手戻りを未然に防止することで工期遵守に貢献いたしました。過去に培ったゼネコンとの折衝能力や現場対応力を活かし、貴社のプロジェクトで品質向上に貢献いたします。

■職務経歴
	20xx年xx月～現在　　株式会社○○○○○

	事業内容：空調設備を中心とした建築設備の設計・施工、および設備の保守・管理
資本金：xxx万円（20xx年xx月）　売上高：xxx千万円（20xx年xx月）
従業員数：xxx人　上場：上場
	正社員
として勤務

	20xx年
xx月
～
現在
	〇〇施設（医療福祉施設）の改修工事

	
	【担当物件規模】
・RC造 ○階建 ○○平米前後
・管工事請負金額：〇〇億円
【役割】
・主任技術者（発注者通知済）として専任配置
【業務内容】
・衛生設備を中心とした改修工事の施工管理（四大管理全般）
· 給排水・給湯設備配管（主管：150A、分岐：20A、全15系統）の更新
· 衛生器具（大便器・洗面器）：計300台の設置管理
· 屋内消火栓設備（15箇所）、スプリンクラーヘッド（800個）の移設・増設
· 全12系統の給水管に対し、水圧試験を実施
· 規格値 1.75MPa に対し、実測値 1.75MPa（保持時間 3時間）ですべて合格 。
【主な取り組み】
・病院稼働中のため、夜間・休日作業の工程調整にTfasを用いて主導
・断水時間を最小限に抑え、工期遵守を達成
・20名規模の協力会社を統括し、工期内無事故・無災害での竣工を実現

	20xx年
xx月
～
20xx年
xx月
	〇〇オフィスビルの新築工事

	
	【担当物件規模】
・SRC造 ○階建 ○○平米前後
・管工事請負金額：〇〇億円
【役割】
・現場代理人
【業務内容】
・空調設備を中心とした新築工事の施工管理（四大管理全般）
· 熱源機器（吸収式冷凍機：1,000RT×2台、蒸気ボイラー：5t/h×2台）の設置管理
· 二次配管（冷温水・蒸気）の施工管理（主管：300A、総延長：5,000m）
· 空調ダクト（低圧・高圧）の施工管理（総風量：200,000 m³/h）
· 全8系統の冷媒管に対し、気密試験を実施
· 規格値4.15MPaに対し、実測値4.15MPa（保持時間：24時間）で漏洩ゼロを確認
【主な取り組み】
・BIM（Tfas）を活用した施工図のフロントローディングを主導
・建築・電気との干渉チェックを施工前に完了させ、手戻り率を約30%削減し、工程短縮に貢献

	20xx年
xx月
～20xx年
xx月
	〇〇マンション新築工事

	
	【担当物件規模】
・RC造 ○階建 ○○平米前後
・管工事請負金額：〇〇億円
【役割】
・現場代理人補佐
【業務内容】
・新築工事 施工管理（主に安全管理・品質管理の補助）
【主な取り組み】
・図面の更新や安全書類の作成、緊急マニュアルの作成
・作成したマニュアルに基づき、施主様との打ち合わせ、関係各所への事前通知連絡の補助



■活かせる経験・知識・技術
・熱源機器、ダクト、二次配管の施工管理経験
・給排水、消火配管、衛生器具の施工管理経験
・水圧試験、気密試験の数値管理および実施経験
・Tfas、Rebroを用いた施工図作成および干渉チェックによるプロセス改善経験
・ゼネコン及び他工種（電気工事）との折衝経験
・20名規模の協力会社を統括したチームマネジメントの経験

■PCスキル
	Word
	書式設定、表の挿入、社内打ち合わせ用の資料作成が可能なレベル

	Excel
	IF関数、ピボットテーブルの使用が可能なレベル

	PowerPoint
	レイアウト図の作成、新規資料作成が可能なレベル

	CAD（Tfas）
	施工図の作成・修正、BIMモデルでの干渉チェック、スリーブ図作成が可能なレベル

	CAD（Rebro）
	施工図の作成・修正、他工種とのデータ連携が可能なレベル

	PDF
	閲覧・印刷および軽度な編集が可能なレベル



■資格
	普通自動車免許 取得
	20xx年xx月取得

	2級管工事施工管理技士
	20xx年xx月取得

	2級建築施工管理技士
	20xx年xx月取得

	監理技術者証
	20xx年xx月取得

	1級管工事施工管理技士
	20xx年xx月取得

	2級電気工事施工管理技士
	20xx年xx月取得



■自己PR
＜他工種との緻密な連携による問題解決力＞
私の強みは、他工種との緻密な連携による問題解決力です。〇〇大学を卒業後、〇〇年間、オフィスビルや福祉医療施設の空調・給排水衛生設備の新築工事および改修工事に従事してまいりました。福祉医療施設の改修工事では、医療活動への影響を最小限に抑えるため、夜間・休日の作業計画を立案しました。とくに他工種との工程調整が難航しましたが、BIM（Tfas）を用いて 各社の作業範囲と手順を可視化し、合同工程会議で合意形成を図りました。結果、一度も稼働を止めることなく工期内に完遂し、病院側から感謝状を頂戴し、社内表彰にも選出されました。貴社においても、私の計画力・調整能力を活かして貢献できると考えております。

＜数値に基づく徹底した品質管理能力＞
私の強みは、管工事の品質を数値で担保する管理能力です。施工管理の品質とは、最終的にシステムが正常に稼働することを『規格値と実測値』で証明することだと考えています。たとえば、医療施設の改修工事では、全12系統の給水管に対し水圧試験（規格値1.75MPa / 3時間保持）を、オフィスビルの新築工事では冷媒管の気密試験（規格値4.15MPa/24時間保持） を徹底し、全系統での合格を確認しました。この「当たり前の基準を確実にクリアする」という品質管理へのこだわりを、貴社プロジェクトにおいても活かしたいと考えております。

以上
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